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はじめに
　イタリア・ゴシック期のフレスコ画には、描
写以外に漆喰や蜜蝋等の盛り上げによる立体的
表現が導入されている。これらの工芸的装飾技
法には、ほぼ例外なく金属箔が貼られていた。
この技法の代表的な例は、神や聖人たちの頭上
に輝く円光であるが、その円光の多くには、漆
喰で盛り上げられたストゥッコ技法が導入され
ていた。周辺が約５㎜厚で盛り上げられ、中心
に向かってすり鉢状に傾斜した円光内には、後
光を造形化した線刻が確認できる。（写真１）。
　この金属箔が貼られたストゥッコ技法を得意
としたのが、国際ゴシック様式の源流と言われ
るシエナ派の画家たちであった。彼らは平面的
に陥りがちな金属箔の表現に、立体的ストゥッ
コを取り入れることで、壁画に輝きの造形を生
み出したのだ。そしてこの豊かな輝きを放つシ
エナ派のフレスコ画は、注文主や観者らを魅了
し続け、イタリア国内はもちろん、当時の教皇
庁があったフランス、アヴィニヨンにまで波及
したのであった。
　本稿は、シエナ派のフレスコ画におけるスト

ゥッコ技法を明らかにする目的で2015年から現
地調査を進めてきた、その報告である。なお、
筆者がシエナ派のストゥッコ技法を調査する契
機となったのが、それ以前から行っていたフィ
レンツェ派の同技法による円光の研究1であっ
た。シエナ派のストゥッコ技法の特異性を明確
にするためにも、本稿ではフィレンツェ派の円
光技法そしてストゥッコには欠かせない金属箔
の技法に関する研究成果をあわせて報告する。

１．フレスコ画におけるストゥッコ技法
1-1　ストゥッコ
　ストゥッコ（stucco）は洋の東西を問わず主
に建築装飾に導入されていた。イタリアでは、
高価で労力を必要とする大理石装飾の代用品と
して、古くから取り入れられてきた。ストゥッ
コとは明確な定義はなく、石灰漆喰装飾の総体
を意味する場合や、石灰以外の石膏やセメント
も含めた可塑性のある造形化された物質に対し
て示す場合もある。本稿では、石灰漆喰（以後
漆喰）を材料にそれが可塑性を持った状態で立
体的に造形されたものを指すことにする。
　ゴシック後期からルネサンスに至るまで、フ
レスコ画はイタリアを中心に盛んに描かれた。
漆喰を支持体として描かれるフレスコ壁画も、
広義にはストゥッコと言えよう。しかし、本稿
で対象とするストゥッコは先に定義したとお

1　金沢大学とフィレンツェ国立修復研究所そしてサン
タ・クローチェ教会による国際共同研究プロジェクト

（2003～2013）は同教会の主礼拝堂壁画、アーニョロ・
ガッディ（1333?-96）作『聖十字架物語』を修復する
にあたって、宮下孝晴金沢大学名誉教授が統括責任者
の下、金沢大学のプロジェクトチームでは、同壁画の
綿密な診断に加えフレスコ画の技法解明に取組んだ。写真１　
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り、フレスコ描写以外の漆喰を立体的に造形し
たものに限る。このフレスコ画におけるストゥ
ッコ技法については、当時の絵画技法を克明に
記した『絵画術の書』2に具体的に書かれてある
ので、次節で紹介することにしよう。

1-2　『絵画術の書』におけるストゥッコ技法
　『絵画術の書』の著者チェンニーノ・チェン
ニーニはルネサンス絵画の始祖ジョット・ディ・
ボンドーネの直系の画家である。つまり、チェ
ンニーニはジョットの技法の継承者3と言って
も過言ではない。チェンニーニによるこの技法
書は、当時のフレスコ画と板絵テンペラ画を中
心にとした技法を今に伝え、中世イタリア古典
絵画のバイブルと言われるほどのものである。
同書のストゥッコに関する記述は第102章、126
章、127章の３箇所ある。そのうち127章は補足
としての記述なので、ここでは割愛し102、126
章を引用する。
　なお、本稿でいう円光を『絵画術の書』では
光輪と訳されている。

　光輪の盛り上げは、塗りたての漆喰の上に、
小さな鏝を用いて行うが、それは、このよう
にする。人物の頭部を素描したら、コンパス
をとり、光輪の円を印す。次いで、石灰を少
量用意するが、それは充分に粘りのあるもの
を、軟膏あるいは錬り粉の状態にして用いる。
周辺の部分をぐるりと厚目に、頭部に近づく
ほど薄くなるよう ,この漆喰を塗る。その漆
喰の表面を充分に均したら、もう一度コンパ
スを用いて、小刀でコンパスの線に沿って漆
喰を切りとれば、これで盛り上げが出来たこ

2　『絵画術の書』（『Il Libro dell`Arte』）は、サンタ・ク
ローチェ教会主礼拝堂壁画『聖十字架物語』の作者
アーニョロ・ガッディ（1333?-96）の弟子チェンニー
ノ・チェンニーニが当時の絵画技法を克明に記した技
法書である。本稿での引用は、邦訳のチェンニーノ・
チェンニーニ著、辻茂 編訳、石原靖夫・望月一史 訳、
2004、『絵画術の書』、岩波書店に基づいた。
3　アーニョロはルネサンス絵画の始祖ジョットの下で
24年間弟子として働いたターデオ・ガッディを父に持
つ。つまり、アーニョロの弟子チェンニーニが記した

『絵画術の書』にはジョットの技法が継承されたもと言
っても過言ではない。

とになる。このあとで、丈夫な木製の棒切れ
をとり、光輪をめぐる放射線を刻んでゆくの
である。この方法は、壁画のばあいに用いら
れるものである。

（第102章　壁画の光輪を漆喰で盛り上げる
法4）

　盛り上げを壁につくるばあいについても、
説明しておこう。まず初めに、鏝では仕上げ
ることのできない円形飾りや葉飾りのような
細工が、壁の仕事としてはある。充分篩にか
けた石灰と、これも充分に篩にかけた細かい
砂を用意する。それらを盥に入れて、きれい
な水を加え、豚毛の太筆で、小麦粉を練るよ
うにして充分に混ぜる。これを、その筆で、
必要な箇所に何度も塗る。そのあと、鏝で整
えれば、良い漆喰細工として仕上がるだろう。
それから、フレスコの仕事のところで教えた
ように、フレスコとセッコで色をつけるので
ある。

（第126章　盛り上げを壁に漆喰でつくる5）

　第102章には、神や聖人の像の頭上に輝く円
光をストゥッコで表す技法について記されてい
る。この漆喰が盛り上られた円光の多くは、最
終的には金属箔が貼られていたことは先に述べ
た。円光にストゥッコが導入された具体例は、
特にゴシック後期のフレスコ画に多く確認でき
る。次節でいくつか紹介したい。一方、引用し
た126章には円光より緻密な施工が強いられる
円形飾りや葉飾りなどの同技法に関する記述で
あるが、これまでフィレンツェ派を中心とした
調査では、この緻密な施工例は確認できていな
い。
　フィレンツェ派以外では１つの施工例を挙げ
ることができる。ガウデンツィオ・フェッラー
リが描いた『キリストの生涯』である。この作
品はスイスの国境に近いイタリア最北端の街、
ヴァラッロにある。サンタ・マリア・デッレ・

4　チェンニーノ・チェンニーニ、辻茂 編訳、石原靖夫・
望月一史 訳、2004、『絵画術の書』、岩波書店 p.63
5　チェンニーノ・チェンニーニ、辻茂 編訳、石原靖夫・
望月一史 訳、2004、『絵画術の書』、岩波書店 p.77
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グラツィエ教会にこのフレスコ画が描かれたの
は1503年とされており、チェンニーニの時代よ
り１世紀近く新しいことになる。彫刻家でもあ
ったガウデンツィオは、兵隊の武具、甲冑を中
心にストゥッコと考えられる技法でレリーフ状
に表現している（写真２）。

1-3　ストゥッコにおける金属箔の技法
　ストゥッコに用いられた金属箔の技法は２つ
に分けられる。１つは金箔のみを貼ったミッシ
ョーネの技法、もう１つは錫板6の上に金箔を

6　邦訳の『絵画術の書』には錫箔と訳されているが、
筆者の調査研究によれば現在市販されている錫箔ほど
の薄さではなく、0.02㎜ほどの錫板であったと想定さ
れる。ミラネージによる『絵画術の書』95章に錫の延
板（Lo stangnio battuto）との記載があるが、チェン
ニーニの金貼り錫箔にはこの錫の延板を使用した可能
性が高い。
　G e C Milanesi, 1859, Il Libro Dell’Arte, o Trattato della 
Pittura Di cennino cennini, Firenze p.64

貼った金貼り錫箔の技法である。両技法はチェ
ンニーニも言及しているので、関係箇所を引用
しておこう。

　フレスコ、セッコ、そしてまた油による制
作法を示したので、これから、壁を、金ニス
錫箔や、白いままの錫箔、または金箔で、飾
るにはどうかを示したい。なにはさておき、
銀は、できる限り使用を控えるよう注意すべ
きである。なぜなら、耐久性がなくて、壁に
用いても板に用いても、黒ずんでしまうから
である。とくに壁に用いたばあいには消滅し
てしまう。それの代りに使用すべきは、錫の
延板、あるいは錫箔である。さらに、金でも、
割り金は、すぐに黒ずんでしまうから注意せ
ねばならない。

（第95章　壁を金や錫で装飾する法7）

　またモルデンテを用いずに聖人の光輪をつ
くろうとするときは、フレスコで人物を彩色
したのち、錐を持ち、頭部の輪郭に沿って引
っ掻いておく。そのあと、漆喰が乾いてから、
光輪の部分にワニスを塗り、金ニス錫箔か、
金貼り錫箔を、置く、ワニスを塗って箔を置
いたら、掌でよく叩くと、錐でつけておいた
跡が見えてくるであろう。よく研いだ小刀の
先でそっとその金箔を切ってゆき、切れ端の
部分は、別のお前の仕事にとっておくのであ
る。

（第101章　金貼り錫箔で壁画の聖人の光輪を
つくる法8）

２．『絵画術の書』と同じ手法による円光
2-1　アーニョロ・ガッディ（1333?-1396）
　チェンニーニの師であるアーニョロ・ガッデ
ィは、フィレンツェのサンタ・クローチェ教会
主礼拝堂に大作『聖十字架物語』を残している。
金沢大学は2003年から2013年にかけてこのフレ
スコ画の修復に携わった関係で、詳細な壁画調

7　チェンニーノ・チェンニーニ、辻茂 編訳、石原靖夫・
望月一史 訳、2004、『絵画術の書』、岩波書店 p.60
8　チェンニーノ・チェンニーニ、辻茂 編訳、石原靖夫・
望月一史 訳、2004、『絵画術の書』、岩波書店 p.63

写真２　

写真３　
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査を実施した。この調査では、フレスコ法によ
る描写はもちろん、当時の画家たちが競って腕
を磨いた金属箔やストゥッコ等による盛り上げ
等の工芸的な装飾表現の調査も行った。その結
果、円光には、盛り上げのないフラットなもの
や円光内の線刻が複雑なもの、または放射状の
線刻が写真１、４、５のような木の棒の先端で
引っ掻くタイプのものと、棒の側面で型押すタ

イプのもの（写真３、７、８）など、わずかな
違い9は見られたが、造形的には『絵画術の書』
の記述と大差は認められなかった。
　しかし、盛り上げ材に関しては特筆すべき違
いが見られた。それは、主要な聖人の円光スト
ゥッコには、平滑な素材が使われていたのだ。
写真４は ｢十字架をエルサレムに持ち帰る聖女
ヘレナ｣ の場面に描かれたヘレナの円光である
が、写真５と比べると、明らかに平滑さが異な
る。筆者等の研究では、平滑なストゥッコには
一般的な骨材としての砂に代わって大理石の粉
末が混入されている可能性を指摘した10。金属
箔の下地になる漆喰の表面を平滑にすると、金
箔の乱反射を抑えることでその輝きを高める効
果があることは、容易に理解できよう。
　アーニョロの筆による同教会のカステッラー
ニ礼拝堂内壁画、同市サンタ・マリア・ノヴェ
ッラ教会の『ピエタと聖人たち』、そしてプラ
ートの大聖堂サント・ステファノ教会の『聖な
る腰帯の物語』に施された円光も、『絵画術の書』
と同じ手法によるものであった。

2-2　ターデオ・ガッディ（1300?-1366）
　アーニョロの父であり師匠でもあるターデ
オ・ガッディは、ジョットの立ち会いの下で洗
礼を受け、しかも24年の間ジョットの弟子とし
て働いた人物である。ターデオは、サンタ・ク
ローチェ教会のバロンチェッリ礼拝堂に『マリ
アの生涯』、カステッラーニ礼拝堂全体に福音
書記者聖ヨハネをはじめとする聖人たちの物語
を、聖具室に『キリスト磔刑』を中心とした大作、
そして食堂に『最後の晩餐』、『生命の木』を含
む同じく大作のフレスコ画（写真６）を手がけ
た。これらフレスコ画に施されたすべての円光
も、チェンニーニの技法書と同じ手法によるも
のであった。

9　江藤　望、大村雅章、2015、「『聖十字架物語』にお
ける漆喰盛り上げによる円光の技法」、『アーニョロ・
ガッディ作『聖十字架物語』に施された工芸的装飾技
法の研究』、金沢大学人間社会研究域、pp.7-18
10　江藤　望、大村雅章、2015、「『聖十字架物語』に
おける漆喰盛り上げによる円光の技法」、『アーニョロ・
ガッディ作『聖十字架物語』に施された工芸的装飾技
法の研究』、金沢大学人間社会研究域、pp.11-14

写真４　

写真５　

写真６　
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2-3　ジョット・ディ・ボンドーネ（1266/67-13）
　ターデオの師でルネサンス絵画の始祖ジョッ
トもサンタ・クローチェ教会内に『聖痕拝受』、

『洗礼者ヨハネ伝』、『福音書記者ヨハネ伝』、そ
して『サン・フランチェスコの生涯』を残して
いる。また、同教会の附属美術館には『悲痛の
聖母』（写真８）が収蔵されている。その他、
アッシジのサン・フランチェスコ教会の『サン・
フランチェスコの生涯』、パドヴァのスクロヴ
ェーニ礼拝堂に描かれた彼の傑作『キリストの
生涯』と『聖母マリアの生涯』、これらすべて
がチェンニーニの技法と同じ円光であることが
確認できた11。ジョット派の末裔であるチェン
ニーニの技法がジョットのものと同じであるこ
とは、当然と言えば当然であろう。
　写真７はサンタ・クローチェ教会の『聖痕拝
受』に描かれたサン・フランチェスコの円光で
ある。この円光の放射状の線刻は引っ掻いたタ
イプのものであった。一方、『悲痛の聖母』の
円光（写真８）は型押しされたタイプのもので
あった。

2-3　その他のフィレンツェ派の画家
　チェンニーニの技法と同じ円光が取り入れら
れた作品は、これまで紹介してきた作家による
もの以外にも数多く存在する。その中でも注目
すべき作品を紹介する。ジョットの師と言われ
るチマブーエによるアッシジ、サン・フランチ
ェスコ教会上院の『キリスト磔刑』（1280−83
頃年）、プラートのサント・ステファノ教会の
守護天使の礼拝堂に描かれたパオロ・ウッチェ
ロとアンドレア・ディ・ジュストによる『聖母
と聖ステファノの生涯』（1435−40）、そしてフ
ィレンツェのサンタ・マリア・ノヴェッラ教会
のマントヴァのストロッツィ礼拝堂に残る壁画

（写真９、1360頃）である。この壮大なフレス
コ画は、ナルド・ディ・チオーネとニッコロ・
ディ・トンマーゾによって描かれたとされてい
る。同礼拝堂左側壁には２人の天使を中心に多

11　スクロヴェーニ礼拝堂の壁画は宮下孝晴によって
詳細な調査が行われている。（参照：宮下孝晴、1997、「壁
画技法からみたスクロヴェーニ礼拝堂」、金沢大学教育
会報センター紀要17、P.7-28、1997）

くの聖人たちが壁画全体に整然と並ぶ場面が描
かれている。聖人たちの頭上にはストゥッコに
よる円光が施されており、これらの円光によっ
て壁画全体から神々しく光を放つ作品の姿は、
観る者を圧倒させる。

３．『絵画術の書』と異なる技法の円光
3-1　フラ・アンジェリコ
　フィレンツェ派でありながら『絵画術の書』

写真７　

写真８　

写真９　
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に記された技法と大きく異なる円光を取り入れ
たのは、初期ルネサンスの画僧フラ・アンジェ
リコである。その特異な円光が確認できるフレ
スコ画は、彼がサン・マルコ修道院に残した最
高傑作『受胎告知』（写真10、11）と同修道院
の参事会室に描いた『磔と聖人たち』（写真12、
13）である。ほぼ同時期に描かれた両作品の円
光には、テンペラ画に使用される石膏下地が導
入された可能性が考えられる12。フラ・アンジ
ェリコは、円光部分のイントナコと呼ばれる描
画面の漆喰層にジェッソ・ソティーレ13を薄く
盛り上げ、その上に金地テンペラ画で頻繁に用
いられる微細な線刻を施しているのである。こ
のジェッソ・ソティーレによる手法は、『受胎
告知』と『磔と聖人たち』の両作品に確認でき
るが、円光の上に貼られた金属箔に関しては、
それぞれに異なる技法が使用されていた。『磔
と聖人たち』には、修復報告書14によると金貼
り錫箔が使用されているとのことであった。一
方『受胎告知』には金箔のみが貼られていたと
考えられる。

3-2　アンドレア・ディ・ボナイウート
　サンタ・マリア・ノヴェッラ教会のスペイン
人礼拝堂（写真14）は、16世紀にトスカーナ大
公コジモⅠ世にスペインから嫁入りしたエレオ
ノーラ・ディ・トレドの専用の礼拝堂とされて
いたために、こう呼ばれるようになった。この
礼拝堂の天井を含めた全壁面を飾るフレスコ画
が、アンドレア・ディ・ボナイウートの筆によ

12　大村雅章、江藤　望、2016、「フラ・アンジェリコ
のフレスコ画における円光の技法Ⅰ；サン・マルコ修
道院の『受胎告知』を中心に」、美術教育学研究第48号、
大学美術教育学会、pp.122-124
　大村雅章、江藤　望、2017、「フラ・アンジェリコの
フレスコ画における円光の技法Ⅱ；サン・マルコ修道
院の『キリストと聖人たち』を中心に」、美術教育学研
究第49号、大学美術教育学会、pp.81-88
13　ジェッソ ･ソティーレは当時のテンペラ画の下地材
として使用された仕上げ石膏のこと。細口石膏とも呼
ぶ。
14 　Magnalia Scudieri, 2016, la Crocifissione dell’
Angelico a San Marco; quarant’annni dopo l’intervento 
della salvezza Indagini, restauri, riflessioni, Quaderni 
dell’Ufficio e Laboratorio Restauri di Firenze—Polo 
Museale della Toscana—, N.1, sillabe s.r.l., pp. 86–89
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写真11　

写真12　

写真13　
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るものである。この壁画における円光は、チェ
ンニーニと同じ技法による円光内に放射状の刻
線が施されたものと、華やかに装飾されたもの
の２種が確認できる。写真15は『リンボへ下る
キリスト』に描かれた聖人たちであるが、彼ら
の円光内に花弁の文様が連続して装飾されてい
る。この円光は今まで見てきたフィレンツェ派
のものと異なり、後述するシエナ派に多く見ら
れる円光ストゥッコである。

４．シエナ派のストゥッコ
　フレスコ画におけるストゥッコ技法が円光に
しか確認できなかったフィレンツェ派に対し
て、シエナ派においては、聖人や遺族の衣装に
表された錦糸模様や武具や王冠などの金属質の
モティーフ、さらには背景においても同技法が
確認できる。本章では、シエナ派のストゥッコ
技法の調査結果を作家別に報告する。

4-1　バルトロ・ディ・フレディ（1330頃
-1410）

　トスカーナ州ポッジボンシのサン・ルッケー
ゼ修道院には、バルトロ・ディ・フレディによ
る壁画が残る。主礼拝堂を正面に右側壁に『サ
ント・アンドレアの殉教』（写真16）、左側壁に『バ
ーリのサン・ニコラと３人の少年』（写真17）
が描かれている。『サント・アンドレアの殉教』
には３人の傭兵が描かれているが、彼らの甲冑
には鎖帷子を表現したと考えられるストゥッコ
が確認できる。漆喰がまだ完全に固まらないう
ちにＣ字型の道具で型押しを連続させた彫塑的
表現によって、鎖帷子の素材感が強く表現され
ている。拡大部分（写真18）以外の施工箇所は、
左端の傭兵の両腕と両足の脛、そして槍を持つ
傭兵の右腕の部分である。これらのストゥッコ
表現を含めた鎧兜の描写部分は漆喰が露わにな
っており、さらに周辺にインチジオーネという
線刻が確認できる。
　このインチジオーネを施す目的は先に引用し
た『絵画術の書』の第101章に記されている。
目的の１つは、比較的厚目の錫箔を金箔で覆っ
た金貼り錫箔を貼る際に、接着剤がはみ出ない
ようにするためである。そして、２つ目の目的

写真14　

写真15　

写真16　

写真17　



壁画技法研究交流会

40

は、貼り付け範囲に沿ってナイフを入れ余分な
金属箔を切り落とすためである。金貼り錫箔、
もしくは錫板が貼られていたとされるインチジ
オーネに囲まれた範囲には、わずかに黒い付着
物が残っている。これはおそらく錫などの金属
箔が黒変したものと考えられる。
　サン・ルッケーゼ修道院にあるフレディのも
う１つの作品『バーリのサン・ニコラと３人の
少年』には、サン・ニコラの衣装の裾の部分に
刺繍模様を表すためにストゥッコが導入されて
いる。これと同じ梅鉢状の刻印鏨がフリーズ内
の聖人の円光にも使用されている。５つの円い
刻印は束ねられて固定されたものであったよう
だ。なぜなら、梅鉢を記した６つの円に乱れが
なく整っていること、そして写真19の頭頂部分
に施工範囲をはみだしたものが確認できるの
で、単独の丸いパーツを１つずつ型押しして梅
鉢紋様を形づくるのであれば、はみ出さずに隠
れた模様のみを刻印する融通を利かせると考え
られるからである。
　両作品とも画題の主人公であるサント・アン
ドレアとサン・ニコラの上半身が大きく欠損し
ているので、この欠損部分にもストゥッコ技法
が存在した可能性が考えられる。
　1367年にバルトロ・ディ・フレディは、サン・
ジミニャーノの参事会教会内壁左側に『旧約聖
書』をテーマにしたフレスコ画の大作を描いた。
この作品にも先のサン・ルッケーゼ教会の作品
に確認できた上記２つのストゥッコ技法とよく
似たものが採用されている。１つは、『ノアの
洪水』に描かれた溺れる兵士の鎖帷子をはじめ
とする武具部分にＣ字型に型押しされたストゥ
ッコ技法である（写真21）。この部分にはグレ
ーの絵の具でフレスコ法の描写とともにインチ
ジオーネが確認できるので、これらの武具に白
色の金属箔が貼られていたと想定できる。その
他、『ノアの洪水』に描かれたグレーに塗られ
た兵士の武具にはほとんどにインチジオーネが
確認できたので、かつては錫板が施されていた
に違いない。
　またもう１つは、衣装の縁飾りに採用された
梅鉢状のストゥッコ技法であるが、写真22のと
おり『バーリのサン・ニコラと３人の少年』の

写真18　

写真19　

写真20　

写真21　
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ものとほぼ同じ道具によるものと考えられる。

4-2　バルナ・ダ・シエナ（推定活動期1330-
50年頃）

　ベルナもしくはバルナ・ダ・シエナはサン・
ジミニャーノで活躍したとされる画家である。
彼についてはヴァザーリによって初めて知らさ
れた画家15であるが、その詳細については諸説
あり議論が継続されている。サン・ジミニャー
ノ参事会教会内壁右側には、ヴァザーリがバル
ナ・ダ・シエナ作とするフレスコ画『新約聖書』
が描かれている。この作品の帰属もベルナに確
定したわけではないが、本稿ではヴァザーリの
言に従うことにしよう。
　この『新約聖書』の連作は、前節で紹介した
バルトロ・ディ・フレディのフレスコ画『旧約
聖書』の真向かえに描かれた。バルトロの作品
に確認できたＣ字型のストゥッコがここでも武
具に使用されている。また、バルナのストゥッ
コで特筆すべきは円光内の装飾である。バルト
ロ同様に盛り上げはないが、彼の梅鉢紋様より
巧みなストゥッコ装飾が取り入れられている。
装飾パターンも複数確認できた。写真23は『キ
リストの磔刑』の左側に描かれた聖母マリアを
抱きかかえる聖女達であるが、円光装飾のパタ
ーンがそれぞれ異なっていることが判かる。

4-3　リッポ・メンミ（1317-1348）
　バルナ・ダ・シエナに優ると劣らぬ優れた円
光の装飾技術を発揮したのはリッポ・メンミで
ある。彼は『マエスタ』を２作品残している。
まずはシエナ国立絵画館が所蔵する『マエスタ』
をみてみよう。
　シエナ国立絵画館の『マエスタ』は欠損部分
が広く、残存箇所も劣化がかなり酷い状態であ
る。この残存箇所に聖母マリアと幼児キリスト
の断片を含め５つの円光が残る。円光も損傷が
激しいが、かつては複雑な刻印装飾が施されて
いた面影が充分に伝わる。リッポ・メンミは次
節で述べるシモーネ・マルティーニの義理の兄

15　ジョルジョ・ヴァザーリ、森田義之 他監修、2014、
『美術科列伝 第一巻』、中央公論美術出版、pp.41-46

弟と言われている。マルティーニに絵画を学び、
彼の代表作である『受胎告知』（ウフィッツィ
美術館）をリッポ・メンミが手伝ったとされる。
　もう１つの『マエスタ』（写真24）はサン・
ジミニャーノのポポロ宮殿に描かれている。シ
エナのプッブリコ宮に描かれたマルティーニに
よる同主題のフレスコ画（写真27）に大きな影
響を受けたもので、構図が大変酷似している。
調査の結果、リッポのサン・ジミニャーノの『マ
エスタ』には30の円光が存在し、聖母マリアと
幼児キリストを含む14の円光に盛り上げが確認

写真22　

写真23　

写真24　
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できた。これらのすべての装飾は型押しによる
もので、優美な円光装飾が壁画を美しく彩って
いる。

4-4　シモーネ・マルティーニ（1284-1344）
　最後にシエナ派を代表する画家シモーネ・マ
ルティーニのストゥッコ技法を紹介する。彼の
技法はシエナ派の中でも特にすばらしく、繊細
かつ優美で他に比肩するものはない。彼の『マ
エスタ』（シエナ プッブリコ宮）の聖母子に取
り入れられた円光ストゥッコを見てみよう。円
光内の装飾の繊細さは見ての通りだが、メンミ
のものと比較するとマルティーニの装飾には、
型押しのパーツを複数組み合わせて複雑な装飾
が生み出されているパターンが多い。また、彼
の装飾からは有機的なやわらかさを感じはしな
いだろうか。これはフレスコの描写法にも同じ
ことが言えるが、メンミの作品には金属質の固
い重厚感を感じる（写真25）一方で、マルティ
ーニのものは同じ金箔が貼られているものの、
ストゥッコの装飾の細部に彫塑的ボリュームを
感じることができる（写真27）。あたかも早春
のやわらかな陽光のような後光が射しているか
のごとく、見るものに想像させてくれるのであ
る。
　マルティーニの円光装飾はアッシジのフラン
チェスコ教会壁画にも多く存在する。同教会の
下院にある『サン・マルティヌスの生涯』には、
シエナの『マエスタ』の円光装飾とよく似たも
のが導入されている。また、同じく下院に描か
れたサン・フランチェスコを含む５人の聖人像
の円光にもストゥッコ技法が用いられており、
サン・フランチェスコのものにはチェンニーニ
の技法書に則ったフィレンツェ派によくみる放
射状の線刻が刻まれているものの、他の四人の
聖人にはマルティーニ特有の優美な装飾が型押
しされている。
　マルティーニは晩年、フランスのアビニヨン
に招聘され、その地で一生を終えたことはよく
知られている。2018年の２月にアビニヨン教皇
庁にあるマルティーニのフレスコ画を調査し
た。劣化が相当酷かったが、円光のストゥッコ
装飾をわずかに確認することができた（写真

写真25　

写真26　

写真27　

写真28　
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28）。この円光装飾にもたくさんの型押しのパ
ーツによる精緻な装飾が取り入れられていた。
　マルティーニも他のシエナ派の画家と同様に
円光以外にもストゥッコ技法を使用した。先述
したアッシジのサン・フランチェスコ教会下院
に描かれた５聖人の半身像には、中心に描かれ
た『聖エリザベッタ』と右端に描かれた『聖ル
イ』には纏われた服にも錦糸模様を表現したス
トゥッコ装飾が施されている。
　同教会下院に描かれた『聖母子と二聖者』（写
真29）の背景には見事なストゥッコ技法が確認
できる。周囲は絵画の額縁を思わせる装飾で囲
われ、その額縁には人の顔型と花弁等の型押し
による模様パターンで装飾されている。額縁よ
り内側の背景には約５㎜四方のキューブ型の凹
みが連なり、所々に花の装飾があしらわれた型
押しが全体に埋め尽くされている。キューブの
型押しがビザンティンモザイクのテッセラを彷
彿とさせるが、ライモンド・ヴァン・マールは
この背景の装飾を錦糸の織物と捉えている16。
　『マエスタ』のちょうど真向かえの壁に描か
れたマルティーニ作『フリードリッチョ・ダ・
フォッリアーノ』（写真30）には、凱旋する傭
兵隊長フリードリッチョと彼の騎馬が纏うおそ
ろいの意匠による服の全体にストゥッコ技法が
採用されている。この技法はこれまでも確認で
きた約５㎜四方の凹みの連続による型押しと同
様のものと考えられる（写真31）。同じく首を
おおった襟足にもストゥッコ技法が導入されて
いる。これはバルトロ・ディ・フレディが使用
したものと同様のＣ字の型押し道具によるもの
である（写真31）。バルトロは鎖帷子の表現に
このＣ字型のストゥッコを採用していたが、マ
ルティーニは柔らかな肌触りを思わせる布地の
テクスチャーの表現に使用している。
　これまで紹介したストゥッコには例外なく金
属箔が最終的に施されていた。しかし、この『グ
リードリッチョ・ダ・フォッリアーノ』に用い
られたストゥッコ技法には、金属箔を使用した
形跡が認められない。マルティーニは同作品に

16　ライモンド ･ヴァン ･マール、『シモーネ・マルテ
ィーニ』、鹿島卯女訳・編、鹿島研究所出版会、1964、
p.89

服のテクスチャーを表現するためにこれらのス
トゥッコを採用したと考えられるが、公開され
る鑑賞位置から肉眼でこのテクスチャーの効果

写真29　

写真30　

写真31　（ 図 版 出 典：PiieroTorriti, “Simone Martini” 
Giunti, art dossier,）
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を認識することは不可能である。

おわりに
　本稿では、イタリア後期ゴシック期を中心と
したフレスコ画におけるストゥッコ技法を俯瞰
しつつ、2015年より同時期のシエナ派に焦点を
絞り調査を行ってきたその調査の概要を記し
た。最後に、これまでの調査研究を踏まえ、今
後の研究計画の概略を述べ、本稿を閉じたい。
　研究計画の１つ目は、シエナ派の画家の中で
も画力、ストゥッコ技法とも特筆すべきシモー
ネ・マルティーニのアッシジ、サン・フランチ
ェスコ教会上院に描かれた『聖アグネス』を忠
実な復元模写に挑みたい。この模写を通して、
描写とストゥッコ技法を併用した作品の制作プ
ロセスを解明する。２つ目は、マルティーニの
円光装飾パターンの分類と整理することで、聖
人にあわせた模様パターンが浮彫になるのでは
ないかと考えている。この研究については、フ
レスコに限らずテンペラ作品の調査も行う。ア
ビニヨンの作品について、劣化が酷い円光スト
ゥッコの図像装飾を解明する。３つ目に、同じ
くマルティーニのアビニヨン時代の円光内の模
様パターンを明らかにすることである。わずか
に残ったストゥッコ形跡から当初の造形を復元
できたらと考えている。

付記
　本研究は JSPS科研費17H02016の助成を受け
たものです。


